　生物科学セミナー　 第878回 9月30日（水）16：30～18：00

	 講演題目：リンを通して、植物の生き方を探る

	 講演者名：三村 徹郎 教授（神戸大学大学院理学研究科生物学専攻）

	講演の概要

　リンは地球上の全ての生物存在にとって、必須の元素の一つです。ヒトを含めた高等動植物に含まれるリンは、そのほとんどを植物が土壌から吸収した無機リン酸に負っています。ところが、土壌や水圏で、植物が吸収できる可溶性無機リン酸濃度は数マイクロモルかそれ以下であり、自然界において植物は恒常的にリン酸欠乏状態にあります。現在、農業（食糧）における最大の問題点は、この植物生育に欠かせないリン酸肥料の供給元であるリン鉱石の枯渇が、早ければ数十年以内に生じると予想されていることです。

　植物は、こうしたリン酸低濃度環境に適応して様々な生理反応を発達させています。外界のリン酸濃度が下がると、根の形態が変わり、根細胞のリン酸取り込み活性が上昇し，また土壌の有効リン酸濃度を上げるために、有機酸やフォスファターゼが分泌されます。さらに生体内での転流機構を発達させることで，取り込んだリン酸の有効利用を進め、最後に次世代へ貴重なリン酸の受け渡しを行うために、種子に大量のリン酸化合物（フィチン）を蓄積します。リン酸濃度の変動に対応して，酵素活性や代謝速度、あるいは代謝経路が変化することも良く知られています。このようなダイナミックな生理反応がどのような細胞内分子に担われ、それらがどのように相互作用をしているかについてその一部を紹介させていただきます。
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